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・学会活動に関して
日本言語教育ICT学会での活動、発表および学科運営

(注) エフォートは各職務にかける(出力×時間)の割合(%)で表示、最小単位を10%あるいは5％とし合計100％となるように記載する。

(注) フォントのサイズは10pt～12ptとし、記入欄の行の高さは記入内容に合わせて変更する。

主事
その他の長
学科長
委員長
部会長
主事補等
担任
委員会委員
部会員

クラブ顧問
コンテスト指導

担当科目名・
単位数
卒業研究・
専攻科研究指
導学生数
教育方法改善
内容

所属学会名
学会活動
公開講座
出前授業
男女共同参画
国際交流
学外団体活動

論文
著書
総説・解説
学会等発表
特許
共同研究
技術相談
科研費
外部資金

・講義に関して
中間・定期試験の準備、実施、採点、個別指導／前期・後期科目の再試

験の実施、採点、個別指導／レポートの書き方指導、提出指導
・卒業研究に関して

輪講課題の指導／技術課題の指導／指導卒研テーマの選定と計画指導
／進捗報告会の運営、個別指導／卒研室内中間発表の実施と指導／卒
研発表と論文の準備、実施、指導、評価
・教材開発に関して

情報セキュリティ関連の課題の作成（通信実験）／R4新規科目の講義資
料（OS、オブジェクト指向プログラミング）の改善
・教育方法改善に関して

前年度の授業評価アンケート、教員相互授業視察の分析とそれに基づい
て授業・講義資料・課題の見直し作業
・専攻科研究論文の指導

・論文に関して
九州工業大学情報工学部教員との共同研究（パラグラフライティングと談

話標識に関する研究）のための調査・分析／イラン英語教育分析のための
教科書電子化／久留米大文学部教員との共同研究（談話標識に関する研
究）のためのシステム開発／鹿児島高専一般文科教員との共同研究（英文
リーダビリティ算出法に関する研究）のための英文分析、各評価実験と執筆
のための資料整理／科研課題（英文リーダビリティ算出法に関するツール
の開発）のためのデータベース構築
・学会等発表に関して

日本言語教育ICT学会での発表
・共同研究について

上述3件（九州工業大学、久留米大、鹿児島高専）
・科研費

開発用PCの選定と購入

・クラブ顧問に関して
主顧問としての学生指導（弓道）／公式戦の引率と指導（弓道）／全国通

信大会の支援（弓道）／昇段審査の支援（弓道）／外部コーチの業務管理
と連携による学生指導（弓道）／大会引率（プログラミングラボ部）
・個別学生指導に関して

2年生プログラミングの成績不振者に関する支援／留学生の学業に関す
る支援／高専祭看板制作に関しての指導（担任業務関連）

・担任業務に関して
5年生進路指導／進学希望者の書類作成支援／進学・就職希望者の面

接支援／留年生・編入学生・留学生・要配慮学生への支援／出席管理／
厚生補導関連指導（アルバイト、車両通学）／卒研発表関連業務／卒業式
関連業務／各所からくるアンケート実施依頼への対応
報告会の実施
・委員会委員に関して

厚生補導委員会のための学科意見の取りまとめ、学科意見を反映させる
ための発言
・その他

授業評価アンケート、教員相互授業参観の報告書、オンデマンド研修（セ
キュリティ関連、研究費運用関連、外部資金調達関連、国際交流関連）、授
業の評価資料の電子化と保管

教員業務内容報告書

報告者氏名 令和6年度報告年度中野明 制御 准教授

記載事項例
分
野

計画 実績

内容（計画からの変更点）内容
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教員業務内容報告書

報告者氏名 令和5年度報告年度中野明 制御 准教授

記載事項例
分
野

計画 実績

内容（計画からの変更点）内容

全て実施することがで
きた。

成果として、日本言語
教育ICT学会にて論
文投稿、教育システム
情報学会と情報処理
学会の研究発表会に
て発表することができ
た。

全て実施することがで
きた。

クラブ顧問
コンテスト指導

担当科目名・
単位数
卒業研究・
専攻科研究指
導学生数
教育方法改善
内容

論文
著書
総説・解説
学会等発表
特許
共同研究
技術相談
科研費
外部資金

・講義に関して
　中間・定期試験の準備、実施、採点、個別指導／
前期・後期科目の再試験の実施、採点、個別指導
／レポートの書き方指導、提出指導
・卒業研究に関して
　輪講課題の指導／技術課題の指導／指導卒研
テーマの選定と計画指導／進捗報告会の運営、個
別指導／卒研室内中間発表の実施と指導／卒研
発表と論文の準備、実施、指導、評価
・教材開発に関して
　情報セキュリティ関連の課題の作成（通信実験）／
R4新規科目の講義資料（OS、オブジェクト指向プロ
グラミング）の改善
・教育方法改善に関して
　前年度の授業評価アンケート、教員相互授業視
察の分析とそれに基づいて授業・講義資料・課題の
見直し作業
・専攻科研究論文の指導

・論文に関して
　九州工業大学情報工学部教員との共同研究（パ
ラグラフライティングと談話標識に関する研究）のた
めの調査・分析／ミャンマー英語教育分析のための
教科書電子化／久留米大文学部教員との共同研
究（談話標識に関する研究）のためのシステム開発
／鹿児島高専一般文科教員との共同研究（英文
リーダビリティ算出法に関する研究）のための英文
分析、各評価実験と執筆のための資料整理／科研
課題（英文リーダビリティ算出法に関するツールの
開発）のためのデータベース構築
・学会等発表に関して
　日本言語教育ICT学会での発表
・共同研究について
　上述3件（九州工業大学、久留米大、鹿児島高
専）
・科研費
　開発用PCの選定と購入

・クラブ顧問に関して
　公式戦の引率と指導（弓道）／全国通信大会の支
援（弓道）／昇段審査の支援（弓道）／外部コーチ
の業務管理と連携による学生指導（弓道）／練習場
（記念館）の施錠（茶道）
・個別学生指導に関して
　2年生プログラミングの成績不振者に関する支援
／留学生の学業に関する支援／高専祭看板制作
に関しての指導（担任業務関連）
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・担任業務に関して
　工場見学旅行の準備と指導／編入学生・留学生・
要配慮学生への支援／コロナ対策／出席管理／
進路指導／厚生補導関連指導（アルバイト、車両通
学）／卒研室配属調整／卒研発表関連業務／卒
業式関連業務／各所からくるアンケート実施依頼へ
の対応
報告会の実施
・委員会委員に関して
　厚生補導委員会のための学科意見の取りまとめ、
学科意見を反映させるための発言
・その他
　授業評価アンケート、教員相互授業参観の報告
書、オンデマンド研修（セキュリティ関連、研究費運
用関連、外部資金調達関連、国際交流関連）、授
業の評価資料の電子化と保管

・学会活動に関して
　日本言語教育ICT学会での活動

(注) エフォートは各職務にかける(出力×時間)の割合(%)で表示、最小単位を10%あるいは5％とし合計100％となるように記載する。

(注) フォントのサイズは10pt～12ptとし、記入欄の行の高さは記入内容に合わせて変更する。

全て実施することがで
きた。

日本言語教育ICT学
会にて論文投稿だけ
でなく、教育システム
情報学会と情報処理
学会の研究発表会に
て発表することができ
た。また、日本言語教
育ICT学会では、ワー
クショップでの講演を
行った。

主事
その他の長
学科長
委員長
部会長
主事補等
担任
委員会委員
部会員

所属学会名
学会活動
公開講座
出前授業
男女共同参画
国際交流
学外団体活動
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